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市町村の取り組みを応援する県政へ 

政令中核市と一般市の補助率が同様になり支援が拡充 

政令中核市への支援が拡充 
11 月 21 日、知事会見で上記表の６つの制度に

ついて県から政令市や中核市への補助率を引き上

げる意向が発表されました。 

共産党県議団としても、県内市町村を差別する

ことなく支援することを求めてきたもので、この

前進を歓迎したいと思います。小児医療費助成に

ついて県は、今年度から対象年齢を拡大し小学６

年生以下の医療費について市町村の支援をしてお

り、この 1/3 を市町村に補助金として支給すると

いうものです。これまで、政令市は財政力がある

から補助率を下げていると説明していましたが、

その分人口が多く医療費がかかることから県の説

明は納得のいくものではありませんでした。 

横浜市から神奈川県への予算要望書より 

国の支援がなくても 
 そもそも、これらの制度は国の制度ではなく県

や市町村が独自に行っています。前回のニュース

でもお知らせしたように、小児医療費助成制度は

対象年齢や負担金の違いはあれど、全国の自治体

で行われている制度であり、実態や必要性から本

来、国が行うべきだと全国知事会などからも要望

されています。 

 「国がやるべきだから」で終わるのではなく、

必要であれば独自に実施できるのが自治体の存在

意義だと思います。 

次は対象の拡大へ 
 市町村の補助格差是正が行われて終わりではあ

りません。県内全市町村で小児医療費助成の対象

が中学校卒業までとなっており、県の小学校卒業 

ではまだ足りていません。 

 重度障害者医療費助成でも、精神障害だけ他の

障害に比べて助成対象が狭く、市町村が独自に補

っているところもあります。 

 広域自治体として、暮らす場所で

受けられる福祉に格差が出ないよう

にカバーするのが県の役割でもあり

ます。市町村の意欲的な取り組みを

応援できるよう求めていきます。 


